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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直径を有するパイプを通過する流れを制御するためのバルブであって、
　パイプに隣接して配置され、パイプの直径の約半分の直径を有しているバルブ本体と、
　前記バルブ本体に係合したバルブステムと、
　前記バルブステムに係合しており、当該バルブが開位置にあるときに折り畳まれ、前記
バルブステムとともに前記バルブ本体の内部にはまり込むＺ字形を形成するように構成さ
れているベーンと、
　鞍形を有しており、前記バルブの開位置と前記バルブの閉位置との間で９０°回転させ
られるバルブキャップと、
を備えたことを特徴とするバルブ。
【請求項２】
　前記バルブキャップが、前記バルブが開位置にあるときは凹状の形状を流れの方向に有
し、前記バルブが閉位置にあるときは凸状の形状を流れの方向に有する、請求項１に記載
のバルブ。
【請求項３】
　前記凹状の形状が、前記バルブが開位置にあるとき、パイプの内表面と同一面かつ同軸
であり、妨げのない流れを可能にする、請求項２に記載のバルブ。
【請求項４】
　前記凸状の形状がパイプの内表面と同一面かつ同軸である、請求項２に記載のパイプ。
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【請求項５】
　前記バルブステムが、前記バルブ本体の内側に配置され、前記バルブ本体からほぼパイ
プの直径である距離だけ延びている、請求項１に記載のバルブ。
【請求項６】
　前記ベーンが、前記バルブが閉位置にあるとき、前記バルブステムと前記ベーンとでパ
イプの断面が遮断されることによって流れが妨げられるように広がる、請求項１に記載の
バルブ。
【請求項７】
　前記バルブステムおよび前記ベーンが、流れが完全に妨げられるようにパイプの断面に
一致する形状を形成する、請求項６に記載のバルブ。
【請求項８】
　前記ベーンが、反対方向に広がるようにつなぎ合わせられている、請求項６に記載のバ
ルブ。
【請求項９】
　前記ベーンが、パイプの内表面に位置するレールに係合するように構成された切欠きを
さらに備えている、請求項１に記載のバルブ。
【請求項１０】
　取り付け板と吊り下げ棒とを有するトラスアセンブリをさらに備えており、全体が前記
該トラスアセンブリによって支持されている、請求項１に記載のバルブ。
【請求項１１】
　前記吊り下げ棒に組み合わせられ、前記バルブの垂直方向の調節を可能にしているダブ
ルナットをさらに備えている、請求項１０に記載のバルブ。
【請求項１２】
　前記パイプを通過する流れが固体を含んでいる、請求項１に記載のバルブ。
【請求項１３】
　前記バルブのパイプに接するように構成された部位に沿って配置された弾性シールをさ
らに備えている、請求項１に記載のバルブ。
【請求項１４】
　パイプを通過する流れを制御するための方法であって、
　パイプに隣接して位置するバルブ本体と、前記バルブ本体に係合したバルブステムと、
前記バルブステムに係合したベーンと、鞍形を有しているバルブキャップと、有している
バルブを設けるステップと、
　前記バルブを開閉することによってパイプを通過する流れを調節するステップと、
を含んでおり、
　クランクアームを動かして前記ベーンを前記バルブステムとＺ字形に折り畳み、該折り
畳まれたバルブステムおよびベーンを前記バルブ本体へと引き込み、前記バルブキャップ
がパイプの内表面と同一面かつ同軸になって、パイプを通過する流れが妨げられなくなる
ように、前記バルブキャップを９０°回転させてパイプの内表面に整列させることによっ
て、前記バルブが開かれ、
　前記折り畳まれたバルブステムおよびベーンを前記バルブ本体から上昇させ、前記バル
ブキャップを９０°回転させてパイプの上部に整列させ、パイプを通過する流れを停止さ
せるようにパイプの断面を遮断すべく前記ベーンを広げることによって、前記バルブが閉
じられる方法。
【請求項１５】
　流れが、前記ベーンの広がりをパイプの断面を部分的に遮断するように変化させること
によって調節される請求項１４に記載のパイプを通過する流れを制御するための方法。
【請求項１６】
　パイプを通過する流れを制御するための方法であって、
　パイプに隣接して位置するバルブ本体と、前記バルブ本体に係合したバルブステムと、
前記バルブステムに係合したベーンと、鞍形を有しているバルブキャップと、有している
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バルブを設けるステップと、
　前記バルブを開閉することによってパイプを通過する流れを調節するステップと、
を含んでおり、
　バルブの開放が、
　クランクアームを回転させて前記ベーンへと接続された接続棒を動かすべく、第１の駆
動部品を作動させ、
　前記ベーンを前記バルブステムとともにＺ字形に折り畳み、
　前記折り畳まれたバルブステムおよびベーンへと接続された油圧シリンダを引き込むべ
く、第１のリミットスイッチを作動させ、
　前記折り畳まれたバルブステムおよびベーンを前記バルブ本体へと引き込み、
　第２の駆動部品を関与させるべく第２のリミットスイッチを作動させ、
　前記バルブキャップがパイプの内表面と同一面かつ同軸になって、パイプを通過する流
れが妨げられなくなるように、前記バルブキャップを９０°回転させてパイプの内表面に
整列させる
ことによって行われ、
バルブの閉鎖が、
　第２の駆動部品を関与させるべく前記第２のリミットスイッチを作動させ、
　前記バルブキャップをパイプの上部に整列するように９０°回転させ、
　前記油圧シリンダを伸ばすべく第１のリミットスイッチを作動させ、
　前記折り畳まれたバルブステムおよびベーンを前記バルブ本体から上昇させ、
　前記クランクアームを回転させて前記ベーンへと接続された前記接続棒を動かすべく、
前記第１の駆動部品を作動させ、
　パイプを通過する流れを停止させるようにパイプの断面を遮断すべく前記ベーンを広げ
る
ことによって行われることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パイプまたはダクトを通る気体または固体の流れを制御するのに使用するこ
とができるバルブに関し、さらに詳しくは、高架鉄道輸送システムにおいて使用されるＺ
バルブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高速大量地上輸送システムは、特に深刻な交通渋滞および公害問題に直面する大都市地
域において、自動車などの非大量の輸送手段に比べて多くの利点を提供する。大量地上輸
送は、短距離および長距離の飛行機旅行の望ましい代替手段にもなりうる。信頼性に富み
、安全である高速輸送システムの必要性が、一般的に認識されているにもかかわらず、高
速輸送システムの利用は、高い建設および運転コスト、ならびに効率的かつ汎用的な軽軌
条システムの開発における技術的困難性によって、妨げられている。
【０００３】
　従来からの手法は、非大量の輸送および飛行機旅行という選択肢に対する現実的な代替
案となるのに充分汎用的で、効率的でかつ費用対効果に優れた軽軌条輸送システムを生み
出していない。例えば、いくつかのいわゆる軽軌条システムは、重い車台または重い駆動
系が使用されていること、大きなけん引力が必要であること、大量の燃料を搭載する必要
があること、などの理由で、かなり重量のある輸送モジュールを有している。けん引によ
る駆動に頼るシステムは、急勾配による困難を抱えがちである。さらに、厳しい気象条件
および汚れなどの外的な要因が、軽軌条システムの運転および保守のかなりの困難を引き
起こす可能性がある。さらには、車輪を使用するけん引による駆動機構は、きわめてうる
さくなりがちであり、少なからぬ摩耗を抱える。
【０００４】
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　本発明の共同発明者のうちの１人に与えられ、本出願の譲受人に譲渡されており、参照
によって本明細書に援用される特許文献１および特許文献２により、効率的かつ費用対効
果に優れた軽軌条輸送システムにおける上記の困難および欠点のいくつかが克服されてい
る。特許文献１に開示された特定の実施の形態においては、ポッドアセンブリが案内チュ
ーブの内側に配置され、その外面が、好ましくは案内チューブに沿って移動する車両を支
持および案内する。移動は、チューブ内のポッドアセンブリの上流側領域と下流側領域と
の間に圧力差をもたらすことによって動きが発生される。この圧力差は、下流側領域に真
空を生成し、あるいは上流側領域を加圧し、もしくはこの両方を行う据え置きの動力シス
テムによって生成することができる。ポッドアセンブリの速度は、ポッドを通過する（す
なわち、ポッドの上流側から下流側への）気体の流量を調節することによって制御される
。ポッドアセンブリの速度が、ポッドアセンブリに作用する推力を大きくすべく、ポッド
アセンブリを通過する気体の流量を減らすことによって高められ、推力を減らすべく、よ
り大量の気体がポッドアセンブリを通って流れることができるようにすることで遅くされ
る。
【０００５】
　特許文献２は、推進ユニットを動力チューブの内側のレールに配置して備えており、摩
耗および保守の問題が以前のシステムに比べて軽減されている改良された軽軌条システム
を提供している。特許文献２の実施の形態においては、推進ユニットが、動力チューブの
水平方向の中央部に配置されたおおむね水平方向を向いた推力キャリッジを使用しており
、この推力キャリッジが、案内および重量の支持のために動力チューブの内面のレールに
係合して、このレールに沿って走行する水平向きのＶ溝付きの車輪を備えている。傘状に
配置された多数の推力ブレードによって定められるおおむね扇形の推力バルブ（その扇形
の形状ゆえに、「七面鳥バルブ」と称されることもある）が、推進ユニットのキャリッジ
に取り付けられ、ユニットの移動方向に延びている。そのような扇形の推力バルブは、一
方向において反対方向よりもはるかに効果的であり、したがって内部のキャリッジが、ど
ちらの方向についても推進ユニットに最大限の推力をもたらすために、そのようなバルブ
を２つ有しており、１つずつ、キャリッジから各々の移動方向に延びている。
【０００６】
　推力バルブのブレードの自由端が、動力チューブの内表面に接触したり内表面から離れ
るように半径方向に広がることができる。広げられて動力チューブの壁に触れると、広が
ったブレードが動力チューブの直径全体にわたる傘状の壁（凹状および凸状の壁面を定め
ている）を形成する。結果として、この壁の凹側に作用する空気の圧力が、凸側に作用す
る圧力よりも大きいとき、推力が発生し、推力キャリッジおよび磁気カプラを介して、動
力チューブの外側の輸送車両へと伝達される。特許文献２の推進ユニットは、キャリッジ
が動力チューブに沿って移動するときに圧力源および真空源を順次に有効および無効にす
るために、遠隔制御の切り替え機構を採用している。
【０００７】
　特許文献１および特許文献２に開示の輸送システムは、効率的かつ費用対効果に優れた
軽軌条システムであるが、動力チューブの長さに沿ってさまざまな流量を可能にするより
柔軟なシステムの提供、および構造的により安定なシステムの提供について、ニーズが存
在する。いずれの特許も、チューブの別々の部位または領域に流量を制御する異なる圧力
をもたらすための機構を開示していない。さらに、圧力源および真空源の周期的な切り替
えが、システムにストレスを加え、接続地点（圧力源および真空源が動力チューブへと接
続されている）を超える推力バルブの滑らかな通過を妨げる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第６３６０６７０号明細書
【特許文献２】米国特許第７２２５７４３号明細書
【発明の概要】
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【０００９】
　本発明は、動力チューブ（より一般的には、パイプ）に接続され、パイプのさまざまな
部位を通過する可変の流れを提供し制御するＺバルブを提供する。さらに、本発明は、バ
ルブが開いているときに気体または固体を妨げられることなくパイプを通って流すことが
できるバルブを提供する。
【００１０】
　本発明のＺバルブは、それが結合されるパイプの直径の約半分の直径を有するチューブ
またはバルブ本体に収容される。バルブは、パイプの壁の円形の開口を介してパイプにア
クセスし、この円形の開口もパイプの直径の約半分の直径を有している。バルブステムお
よびベーンを含むバルブの構成部品が、パイプの断面を遮るためにパイプの内部へと伸ば
される。バルブが開かれると、これらの構成部品は、バルブ本体へとはまり込むように「
Ｚ字形」に機械的に折り畳まれる。次いで、折り畳まれた構成部品は、一般的には円形の
開口の位置においてパイプの下方に位置しているバルブ本体内に引き込まれ、パイプの内
部にいかなるバルブの構成部品も存在しない状態になる。
【００１１】
　バルブの上部、すなわちバルブキャップは、パイプの壁のバルブが結合された部位を基
本的に置き換えて、パイプの内部を平滑かつ完全に妨げのないようにするように、パイプ
の内面に一致する曲率を有するように設計される。この妨げのない内部により、輸送手段
またはパイプを通って移動する他の機械的なアセンブリが妨害されることなくバルブの傍
らを通過することが可能となり、このことは、推力バルブがバルブの位置を通過するとき
でも設計どおりにパイプの側面に完全に係合できるため、上述したように推力バルブ（七
面鳥バルブ）との使用にきわめて適している。
【００１２】
　バルブがパイプを閉じるべく作動させられると、折り畳まれた構成部品が、バルブ本体
から持ち上げられてパイプの内部へ入る。これらの構成部品は、持ち上げられるときは折
り畳まれたままであり、バルブキャップが、パイプの上部に密着するように９０°回転さ
せられる。バルブキャップは、さらに後述されるように回転後に流れの方向において凸状
となることによってこの密着を達成する。バルブステムとバルブキャップとの組み合わせ
によりパイプを通る流れの約６０％を遮断する。折り畳まれた構成部品がバルブ本体から
完全に持ち上げられ、バルブキャップがパイプの上部に密着した後、ベーンが、Ｚ字形に
バルブステムと折り畳まれた位置から展張させられる。ベーンは、バルブステムの各側に
おいてパイプの残りの断面を塞ぎ、パイプを通過する流れを完全に遮断するような形状と
なっている。
【００１３】
　本発明の一態様においては、バルブキャップは、一方向には凹状であり、それと交差す
る方向は凸状である鞍形の形状を有している。この形状により、回転による向きに応じて
、２つのやり方でパイプの輪郭に一致することが可能になる。第１に、上述したように、
バルブキャップが、バルブのための円形の開口が位置しているパイプの内表面と同一面か
つ同軸な凹状の形状となっている。第２に、バルブキャップは、この第１の向きから９０
°回転されると、バルブ用の開口の上方のパイプの内表面の輪郭に一致する凸状の形状と
なる。したがって、バルブステムの上部に位置するバルブキャップが、伸ばされたバルブ
ステムの上部とパイプの上部との間のすき間を封じる。
【００１４】
　ベーンは、ヒンジによってバルブステムに取り付けられており、パイプを通過する流れ
を調節するために、ベーンの展張を完全に折り畳まれたＺ字形と完全に展張された位置と
の間で変化させることができる。ベーンは、反対の方向に展張されるように結合されてお
り、一方のベーンが流れの方向に展張され、他方のベーンが流れに逆らって展張される。
この構成は、バタフライバルブの動作と同様に、バルブの開閉時にパイプ内の圧力を均衡
させる。さらに、パイプの内面には、特許文献２に記載されているように、側面からレー
ルを突き出させてもよい。このレールに対応するように、ベーンにはレールの表面の周り
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に密着するように切欠きを設けることができる。
【００１５】
　バルブは、すべての構成部品が正しい位置に位置するように保証するために、近接スイ
ッチまたはリミットスイッチを使用する。特に、リミットスイッチは、バルブの閉鎖時に
パイプの上部を封じるためにバルブキャップが９０°回転させられたことを確認し、バル
ブの開放時にバルブキャップがパイプの内部へと突き出したままになることがないように
、バルブが反対方向に９０°回転させられたことを確認する。さらに、リミットスイッチ
は、ベーンがＺ字形へと適切に折り畳まれているか否かを判断するためにも使用される。
これは、バルブの開放時に折り畳まれた構成部品をバルブ本体内に納めるためと、その折
り畳まれた構成部品をバルブの閉鎖時にバルブ本体から持ち上げるための両方の場合に必
要である。
【００１６】
　本発明の別の態様においては、バルブは、その全重量が、バルブが結合されたパイプに
よってではなく、トラスアセンブリによって支持されるように取り付けられる。取り付け
板および吊り下げ棒がこのトラスアセンブリとなり、パイプと整列するようにバルブの位
置を調節できるようにしている。このバルブは、さまざまな断面の直径を有するパイプに
対応することが可能であり、駆動部品（油圧式またはねじ式のアクチュエータなど）によ
って制御することが可能である。さらなる態様においては、漏れを最小にするために、バ
ルブのシール部のすべてに沿い、基本的にはパイプと接触するすべての部位に沿って、弾
性シールが設けられる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１Ａ】パイプに結合されたＺバルブの部分断面側面図で、バルブが開位置の状態を示
す。
【図１Ｂ】パイプに結合されたＺバルブの部分断面正面図で、バルブが閉位置の状態を示
す。
【図１Ｃ】バルブの上面図であり、トラスアセンブリおよび油圧シリンダを示す。
【図２Ａ】バルブキャップの斜視図を示す。
【図２Ｂ】互いに直交する２つの角度からのキャップの側面図を示す。
【図２Ｃ】互いに直交する２つの角度からのキャップの側面図を示す。
【図３Ａ】折り畳まれた位置にあるバルブステムおよびベーンの上面図である。
【図３Ｂ】パイプの内部で一実施の形態の閉位置にあるバルブの側面図である。
【図３Ｃ】バルブステムおよびバルブキャップの断面図である。
【図４Ａ】パイプの内部で別の実施の形態の閉位置にあるバルブの側面図である。
【図４Ｂ】１つの実施形態におけるバルブステムおよびベーンの上面図である。
【図５Ａ】展張位置にあるバルブステムおよびベーンの上面図であり、クランクアームお
よびリミットスイッチを示す。
【図５Ｂ】図５Ａの一部分の拡大図であり、リミットスイッチのさらなる詳細を示す。
【図６Ａ】閉位置にあるバルブの一部分を示しており、バルブの上面図を示す。
【図６Ｂ】閉位置にあるバルブの一部分を示しており、クランクアームおよび接続棒をさ
らに詳しく示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１Ａに示されているように、バルブ１０は、パイプ１２に結合され、断面を遮断また
は部分的に遮断することによってパイプ１２内の圧力または流れを制御するＺバルブであ
る。バルブ１０は、パイプ１２の内径Ｄの約半分または半分未満の直径を有するチューブ
であるバルブ本体１４を備えている。バルブ本体１４が、さらに後述されるとおり、パイ
プ１２の下部四分円の円形の開口２６によってパイプ１２へと接続されている。さらにバ
ルブ１０は、バルブステム１６にヒンジで取り付けられたベーン１８および２０を備えて
いる（ベーンは、図１Ａには示されておらず、図３Ａ、図４Ａ、４Ｂも示されている）。
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バルブ１０が開位置にあるときは、バルブステム１６ならびにベーン１８および２０は、
バルブ本体１４へとはまり込むようにＺ字形に機械的に折り畳まれている。Ｚ字形に折り
畳まれたこれらの構成部品が、図３Ａに示されている。バルブ１０が開いているときは、
パイプ１２の内表面２２を遮るものはない。
【００１９】
　図１Ａおよび４Ａに示されるとおり、バルブステム１６の上方のバルブの上部は、バル
ブキャップ２４である。バルブキャップ２４は、パイプ１２の内表面２２の一部分の曲率
に一致する鞍形に形成される。図２Ａが、バルブキャップ２４の斜視図を示しており、図
２Ｂおよび２Ｃが、互いに垂直な２つの角度からのキャップの側面図を示している。バル
ブキャップ２４の鞍形が、或る方向からの側面について見たときに凹状（図２Ｂ）であり
、先の方向に垂直な方向からの側面について見たときに凸状（図２Ｃ）であり、高い地点
７８および低い地点８０を有している。直上から見たとき、バルブキャップ２４は、パイ
プ１２の円形の開口２６のサイズに一致する円形の形状を有している。バルブ１０が開位
置にあるとき、バルブキャップ２４は、その凹状の側面がパイプ１２を通る流れの方向に
位置する（すなわち、低い地点８０を結ぶ線が流れに平行になる）ように、パイプ１２に
一致してパイプ１２に同軸に向けられる。バルブキャップ２４が、パイプの壁の該当の部
位を基本的に置き換えることによって、円形の開口２６を塞いでいる。
【００２０】
　バルブ１０が開いているとき（図１Ａ）、バルブステム１６ならびにベーン１８および
２０がＺ字形へと折り畳まれて、バルブ本体１４へと引き込まれ、バルブキャップ２４が
円形の開口２６を塞いでいる状態で、バルブのいかなる構成部品も、パイプ１２の内部へ
と突き出していない。結果として、そのパイプ１２が、そのパイプ１２の全直径を通る流
れがバルブ１０の位置を通過するときに安定かつ乱されないままであることができる滑ら
かな内表面を有している。
【００２１】
　一般に、バルブ１０は、ただ１つの指令ロジックによってバルブの順次的な開放または
閉鎖が可能であるように、関連の駆動部品（油圧シリンダおよび回転アクチュエータなど
）と位置検出装置（リミットスイッチなど）とを備えている３つの主要な位置決め機構を
有している。３つの主要な位置決め機構は、折り畳まれた部品（バルブステム１６ならび
にベーン１８および２０）をバルブ本体１４に出し入れすること、ベーン１８および２０
をＺ字形から閉位置へと伸ばすこと、およびバルブキャップ２４を回転させることを含ん
でいる。
【００２２】
　バルブ１０によってパイプ１２を閉鎖するプロセスは、バルブステム１６を開口２６を
通ってパイプ１２の中心へと上昇させ、パイプの上部をバルブキャップ２４によって封じ
、ベーン１８および２０を伸ばしてパイプの側方を封じることを含む。この閉鎖のプロセ
スを実行するために、バルブ１０がパイプ１２を閉鎖すべく作動させられた後で、最初に
リミットスイッチ２８（図４Ｂ）が、ベーン１８および２０がバルブステム１６とのＺ字
形へと折り畳まれていることを示さなければならない。リミットスイッチ２８が、ベーン
１８および２０が所定の位置にある旨を示している場合に限り、バルブステム１６を、パ
イプ１２の中心へと上昇させることができる。バルブ１０がパイプ１２を閉鎖すべく作動
させられ、リミットスイッチ２８が、ベーン１８および２０が所定の位置にある旨を示し
ているとき、リミットスイッチ４６（図１Ａ）および３２（図３Ａ）が作動させられる。
【００２３】
　リミットスイッチ４６が作動させられたとき、バルブキャップ２４が、バルブ１０の中
心を通って垂直に延びる軸（図１Ａに示されている垂直軸）を中心にして、９０°回転さ
せられる。回転により、バルブキャップ２４の凸状の側面が、パイプ１２を通る流れの方
向に向けられ（すなわち、図２Ａ～２Ｃの高い地点８０を結ぶ線が流れに平行になり）、
この向きは、パイプの上部との密着をもたらす。一般的には、バルブステム１６の上昇を
開始させる前にバルブキャップ２４の回転を完了させることがより簡単であるが、バルブ
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ステム１６を上昇させつつバルブキャップ２４を回転させることも可能である。図６Ｂが
、バルブキャップ２４が、ロータアーム８２および真ちゅうフランジベアリング８４を介
して９０°の回転アクチュエータ３０へと接続されている旨を示している。したがって、
リミットスイッチ４６を作動させることで、回転アクチュエータ３０がバルブキャップ２
４を９０°回転させる。回転アクチュエータの代わりに、バルブキャップ２４を、油圧シ
リンダ（図示されていない）を使用して回転させてもよい。油圧シリンダは、サイズの大
きいバルブに適した回転アクチュエータにくらべてより低コストであるため、バルブ１０
が大径のパイプ１２に設置される場合に、バルブキャップ２４を回転させるためにとくに
好ましい。
【００２４】
　リミットスイッチ３２が作動させられると、油圧シリンダ３４（図１Ａ）が引き込まれ
、バルブステム１６が、図１Ｂに示されている閉位置へと上方に移動する。閉鎖プロセス
のこの時点で、バルブステム１６およびバルブキャップ２４は閉位置にあるが、ベーン１
８および２０は折り畳まれたままであり、したがってパイプ１２の断面の約６０％だけが
、バルブ１０によって遮られている。バルブステム１６が、バルブ１０が閉位置において
上部に追加の支持を必要とすることなく片持ち梁の圧力の荷重に耐えることを可能にする
中央の支持構造を、バルブ１０にもたらしている。バルブのこの特徴は、動力チューブの
上部の壁を比較的薄い肉厚にできるため、上述のように軽軌条システムの動力チューブに
おいて使用するためにとくに好都合である。薄い壁は、（特許文献２に記載されているよ
うに）磁気カプラを輸送車両へと結合させるための磁気窓のために好ましい。
【００２５】
　リミットスイッチ３６が、バルブステム１６およびバルブキャップ２４が完全に上昇し
た位置に達したことを知らせ、バルブ１０の閉鎖を完全にするためにベーン１８および２
０を伸ばすように合図する。ベーン１８および２０は、図４Ａに示されるように、クラン
クアーム４０および接続棒４２によってベーン１８および２０へと接続された回転アクチ
ュエータ３８の動作によって、閉位置へと動かされる。
【００２６】
　クランクアーム４０の各々の端部が、ヒンジ８６において接続棒４２へと接続されてい
る。接続棒４２は、好ましくは、図４Ｂに示されるようにわずかに曲がった形状を有して
いる。各々の接続棒４２が、ベーン１８および２０の一方へとハンドル８８（図４Ａにも
示されている）において接続されている。ハンドル８８は、構成部品をＺ字形へとよりぴ
ったりと折り畳むことを可能にするベーン１８および２０のくぼみに形成されている。ベ
ーン１８および２０は、クランクアーム４０が回転（好ましくは、図６Ａに示されるよう
に、６０°の回転）することで、接続棒４２がハンドル８８においてベーンへと力を作用
させるときに展張される。この力が、近位端においてヒンジ９０（ベーンをバルブステム
１６へと接続する）へと取り付けられているベーン１８および２０の遠位端を円弧状に移
動させ、結果としてベーンが閉位置へと広げられる。
【００２７】
　図４Ｂは、説明の目的のために、ベーン１８を閉位置（広げられた位置）に示し、ベー
ン２０を開位置（折り畳まれた位置）に示しているが、実際には、ベーンは、どちらもク
ランクアーム４０へと接続され、クランクアーム４０がベーンを同時に動かすため、一緒
に開閉される。さらに、図３Ａおよび４Ｂに示されるとおり、ベーン１８および２０をつ
なぐリンクが、一方のベーンが流れに従って開き、一方のベーンが流れに逆らって開くよ
うなリンクであり、バルブ１０の開放および閉鎖時の圧力の平衡を可能にしている。
【００２８】
　ベーン１８および２０が完全に広げられたとき、リミットスイッチ４４（図５Ａ）が、
バルブ１０が閉位置にあることを知らせる。図５Ｂにさらに詳しく示されているとおり、
ベーン２０が、ヒンジ９０から真っ直ぐに突き出しているときにピン９２に接触する。ピ
ン９２は、第１の端部をヒンジ９０に接続し、第２の端部をリミットスイッチ４４に接続
して配置されている。したがって、ベーン２０が完全に広げられたとき、ベーン２０がリ
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ミットスイッチ４４を作動させる。
【００２９】
　閉位置において、パイプ１２を通る流れは、流れを調節するためにベーン１８および２
０の展張が変更される場合を除き、遮断される。すなわち、バルブ１０を、ベーン１８お
よび２０の展張がどのように制御されるかに応じて、遮断バルブまたは絞りバルブのいず
れかとして使用することが可能である。
【００３０】
　バルブ１０を再び開くためには、ベーン１８および２０を、最初にバルブステム１６と
のＺ字形へと完全に折り畳まなければならず、これが上述のとおりリミットスイッチ２８
によって知らされる。ひとたびリミットスイッチ２８が、これらの構成部品が適切に折り
畳まれた旨を知らせると、油圧シリンダ３４が、図１Ａに示されているとおりの開位置へ
と伸ばされる。油圧シリンダ３４が伸びることで、バルブステム１６ならびにベーン１８
および２０を含む折り畳まれた構成部品が、パイプ１２から引き出される。折り畳まれた
構成部品がバルブ本体１４へと完全に引き込まれると、リミットスイッチ４６が作動し、
バルブキャップ２４を９０°回転させる。次いで、バルブキャップ２４が、パイプ１２の
下部四分円と同軸および同一面に配置され、円形の開口２６を埋めるように整列させられ
る。折り畳まれた構成部品が完全に引き込まれ、バルブキャップ２４が整列させられたと
き、リミットスイッチ４８（図３Ａ）が作動し、バルブ１０が開いており、気体または固
体が妨げられることなくパイプ１２を通って移動できる旨を知らせる。
【００３１】
　バルブの閉鎖時のバルブキャップ２４の回転に関して上述したように、一般的には、バ
ルブ１０が完全に開いた位置にあるときに（すなわち、閉鎖時にはバルブステム１６を上
昇させる前に、開放時にはバルブステム１６を引っ込めた後に）にバルブキャップ２４を
回転させることがより簡単である。しかしながら、バルブ１０の開放時に、折り畳まれた
構成部品をバルブ本体１４へと引き込みながら、バルブキャップ２４を回転させるべくリ
ミットスイッチ４６を作動させることも可能である。
【００３２】
　本発明の一実施形態においては、ベーン１８および２０には、パイプ１２の側面から突
き出しているレール５０を受け入れるために、切り欠きが設けられている。上述したよう
に、これらのレール５０は、バルブ１０が特に適している軽軌条輸送システムとともに利
用される。ベーン１８および２０を、レールまたは他の機械的な突起をパイプ１２の内壁
の約７８％に取り付けできるように調節することができる。バルブ１０が閉じられたとき
のパイプ１２を通過する漏れを最小限にするために、バルブ１０のシール面のすべてに、
適切な弾性シール（図示されていない）が設けられる。バルブ１０は、例えば０．８４４
ｋｇ／ｃｍ２（１２ｐｓｉ）の圧力から０．８４４ｋｇ／ｃｍ２（１２ｐｓｉ）の真空ま
での範囲のシステムなど、大流量の低圧システムにおいてとくに有用である。
【００３３】
　バルブ１０は、図１Ａおよび１Ｂに示されているトラスアセンブリ５２によってパイプ
１２に結合される。バルブ本体１４が、吊り下げ棒５６を固定するためにも機能するシリ
ンダ取り付け板５４に溶接される。４本の吊り下げ棒５６が、取り付け板５８に取り付け
られ、したがってバルブ１０の全重量が、パイプ１２によってではなく、トラスアセンブ
リ５２によって支持される。ねじ山付きの吊り下げ棒５６の上端のダブルナット６０が、
パイプ１２に取り付けられるクレードル６２へのバルブ１０の水平出しおよび垂直方向の
調節を可能にしている。クレードル６２は、バルブ本体１４とクレードル６２との間のシ
ールをもたらすために、Ｏリング溝６４およびＯリング６６（図４Ａ）を含んでいる。バ
ルブ１０は、周状のフランジまたは溶接部を追加することなくパイプへと直接に接続する
ことができるように、トラスアセンブリ５２およびクレードル６２によってパイプ１２へ
と堅固に接続される。直接の接続は、バルブ１０を最小限のシステム停止時間でパイプ１
２へと追加することを可能にし、設置のほぼすべてをパイプ１２を閉鎖することなく完了
させることを可能にする。
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【００３４】
　バルブステム１６は、上側ガイド６８および下側ガイド７０（図３Ｂおよび図６Ｂ）に
よってバルブ本体１４の内側を案内される。下側ガイド７０は、図６Ｂに示されるように
、パイプ１２への漏れまたはパイプ１２からの漏れを防止するために、その外径にＯリン
グ７２を備え、その内径にＯリング７４を備えている。バルブ１０の内部に取り付けられ
、バルブステムヨーク７６においてバルブステム１６の底部から出るスイッチからのすべ
ての油圧配管および配線も、適切な金具によってシールされる。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】
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【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】
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【図４Ａ】
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【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６Ａ】
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